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レディーミクストコンクリート試し練り計画書
１．目的

貴現場へ納入するコンクリートについて、試し練りミキサにて練混ぜを行い、使用するコンクリートが所要条件を満足する性能と品質が得られているかを確認する。
主な試験目的を以下に示す。

1) フレッシュコンクリートの品質確認

2) 硬化コンクリートの圧縮強度確認

２．試し練りの概要
 2.1 試し練り日時及び試験場所
日時：平成　　年　　月　　日（　）14:00 ～
場所：○○○生コン（株）○○○工場
 2.2 実施配合

表-1に実施する配合の概要を示す。

表-1  実施配合

	No.
	呼び方
	材齢
	指定事項
	備考

	1
	普通 30-15-20 N (AE)
	28日
	W≦185、W/C≦60
	標準配合

	2
	普通 33-18-20 N (SP)
	28日
	W≦185、W/C≦60
	標準配合

	3
	高強度 54-50-20 N (SP)
	28日
	認定品（Fc=48、S=6）Air=3.0%
	通期


 2.3 使用材料
表-2に使用材料を示す。
表-2  使用材料
	材料名
	種類
	産地・銘柄

	ｾﾒﾝﾄ (C)
	普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ
	○○○セメント(株)

	細骨材

(S)
	S1
	砂（山砂）
	○○県○○市

	
	S2
	砕砂
	○○県○○市

	粗骨材

(G)
	G1
	砕石2005（硬質砂岩）
	○○県○○町

	
	G2
	砕石2005（石灰石）
	○○県○○市

	水 (W)
	地下水
	－

	混和剤

(Ad)
	AE
	AE減水剤標準形
	○○○○

	
	SP
	高性能AE減水剤標準形
	○○○○


 2.4 材料投入と練混ぜ方法
表-3に示す練混ぜ量、投入順序によりコンクリートの練混ぜを行う。
ミキサ形式：強制二軸ミキサ（容量：60L）

表-3  コンクリートの練混ぜ

	No.
	練混ぜ量
	投入順序
	練混ぜ時間

	1
	30L
	G1＋S1＋Ｃ＋S2＋G2(空練り○秒) → Ｗ(+Ad)
	全材料投入後○○秒

	2
	30L
	G1＋S1＋Ｃ＋S2＋G2(空練り○秒) → Ｗ(+Ad)
	全材料投入後○○秒

	3
	40L
	S1＋Ｃ＋S2(空練り○秒) → Ｗ(+Ad) → G1＋G2
	モルタル○○秒、Ｇ投入後○○秒


 2.5 品質検査及び目標値
1) フレッシュコンクリート試験

表-4にフレッシュコンクリートの品質検査及び目標値と管理値を示す。

表-4  品質検査及び管理値

	項目
	試験方法
	No.
	要求性能
	目標値
	管理値

	スランプ
	JIS A 1101
	1
	15 cm
	18.0 cm
	18.0cm*1 ± 2.5cm

	
	
	2
	18 cm
	19.5 cm
	19.5cm*1 ± 2.5cm

	スランプフロー
	JIS A 1150
	3
	50 cm
	55 cm
	55cm*1 ± 7.5cm

	空気量
	JIS A 1128
	1～2
	4.5％
	5.0％
	5.0％*1 ± 1.5％

	
	
	3
	3.0%
	3.5%
	3.5％*1 ± 1.5％

	コンクリート温度
	JIS A 1156
	1～3
	－
	－
	5℃以上35℃以下

	塩化物含有量
	ｶﾝﾀﾌﾞ(低濃度品)
	1～3
	0.30 kg/m3以下
	－
	0.30 kg/m3以下


*1 荷卸し地点におけるスランプ及び空気量を保証するため、ロスを見込んだ値（工場出荷時）を管理値とする。（目標値と要求性能の差がロス値）
＊ 注意事項は必要に応じ記載
2) 圧縮強度試験

表-5に圧縮強度用供試体採取本数と養生方法を示す。
試験方法は、JIS A 1132（ｺﾝｸﾘｰﾄ強度試験用供試体の作り方）、JIS A 1108（ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度試験方法）を準拠する。

表-5  圧縮強度試験用供試体の採取本数と養生方法

	No.
	材齢（日）

呼び方
	供試体採取本数（本）
	養生方法
	備考

	
	
	7
	28
	Ｘ
	
	

	1
	普通 30-15-20 N (AE)
	3
	3
	－
	標準養生
	

	2
	普通 33-18-20 N (SP)
	3
	3
	－
	標準養生
	

	3
	高強度 54-50-20 N (SP)
	3
	3
	－
	標準養生
	


* 強度試験日　　材齢 7日 ：　　月　　日（　）

材齢28日： 　　月　　日（　）

材齢Ｘ日 ：　　 月　　日（　）
3）追加試験項目（記載の一例）
　　　　経時変化測定（練上がり直後・30分・60分・90分）

試験項目：スランプ、空気量、圧縮強度供試体採取（60分後：備考にも記載）

 2.6 試し練り手順

風袋及び各材料の計量値確認後、材料確認写真を撮影し直ちに練混ぜを開始する。

練上り次第、各種フレッシュ性状試験を行ない、すべての所要条件を満たしていれば配合が適正と判断し、圧縮強度試験用供試体を作成する。

３．計量値
計量値は、別紙「試し練り計算書」による。
４．試し練り立会時の注意事項
ポルトランドセメントは、強アルカリ性を呈することから皮膚・目に対し刺激性があり、皮膚・角膜に炎症を起こす可能性があるので、必要に応じ保護具を使用する。

以上
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